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（１）新規に保有する場合の判断は、保有する企業の事業内容、業績の経緯、当社の

戦略上の重要性、投資効果等を検証した上で取締役会おいて決議しておりま

す。 

（２）保有株式の議決権行使については、原則、会社提案には賛成しておりますが、

当該企業の発展性、株主利益重視の姿勢の評価ならびに、議案が当社資産価値

の向上性、保有目的との整合性に資するか等を考慮し、判断しております。 

（３）政策保有株主から売却打診を受けた場合、当該株主の意向を尊重し、その売却

等を妨げることは行っておりません。 

（４）保有株式についての状況は、四半期ごとに、取締役会に状況報告を行い、政策

的に中長期的視点から保有の継続の是非を判断することとしています。 
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（２）当社では、中期経営計画は社員の業務活動のベクトルを揃えるためのマイ
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れぞれ独立した立場から取締役会において有益な意見、提言を表明しており、適正な規模であると認識しております。また、２名の社外取締役は、専用の社外取締役室において、他の取締役等の影響を受けることなく随時会話でき

る環境を整えております。 （２）当社では独立社外取締役はそれぞれ独立した立場にて、それぞれの判断で取
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